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平
成
三
〇
年
一
月
号

発
行
責
任
者

上
総
園
々
長

編
集
者

生
活
相
談
員

平
成
三
〇
年
の
新
春
を
お
迎

え
の
こ
と
と
お
喜
び
申
し
上
げ

ま
す
。

今
年
の
干
支
は
戌
（
い
ぬ
）

で
す
。
古
来
中
国
で
は
、
戌
は

「
収
穫
す
る
」
「
草
木
が
枯
れ

る
」
を
表
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

戌
年
の
人
は
ま
じ
め
で
正
義
感

が
あ
り
、
忍
耐
強
く
働
き
者
で

あ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

さ
て
、
今
月
号
の
か
ず
さ
は

一
二
月
に
行
わ
れ
た
ク
リ
ス
マ

ス
や
餅
つ
き
な
ど
年
末
行
事
の

様
子
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

今
年
も
皆
さ
ん
が
お
健
や
か

に
楽
し
く
過
ご
せ
る
よ
う
職
員

一
同
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
の

で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

一
日
（
月
）

新
年
挨
拶

二
日
（
火
）

書
き
初
め

八
日
（
月
）

理
髪
（
斎
藤
）
Ａ
館

九
日
（
火
）

理
髪
（
斎
藤
）
Ｂ
館

一
〇
日
（
水
）

懇
談
会
（
Ａ
館
）

一
一
日
（
木
）

懇
談
会
（
Ｂ
館
）

大
隅
歯
科
訪
問
診
療

一
五
日
（
月
）

理
髪
（
小
高
）
Ａ
館

木
更
津
病
院
医
師
往
診

一
六
日
（
火
）

理
髪
（
小
高
）
Ｂ
館

一
七
日
（
水
）

映
画
上
映
会

二
二
日
（
月
）

理
髪
（
小
高
）
Ａ
館

二
三
日
（
火
）

理
髪
（
小
高
）
Ｂ
館

二
五
日
（
木
）

木
更
津
病
院
医
師
往
診

三
一
日
（
水
）

報
告
会
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一
二
月
一
七
日
に
コ
ー
ラ
ス
山

ぼ
う
し
の
方
々
に
来
て
い
た
だ
き

ク
リ
ス
マ
ス
コ
ン
サ
ー
ト
を
行
い

ま
し
た
。
今
年
は
、
ピ
ア
ノ
伴
奏

に
合
わ
せ
て
歌
を
披
露
し
て
い
た

だ
き
、
と
て
も
好
評
で
し
た
。
演

目
は
「
み
か
ん
の
花
咲
く
丘
」

「
荒
城
の
月
」
「
あ
わ
て
ん
ぼ
う

の
サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス
」
な
ど
を
一

緒
に
う
た
い
、
手
遊
び
な
ど
も
行

い
ま
し
た
。

一
二
月
五
日
に
松
丘
中
学
校

の
生
徒
七
名
が
来
所
し
ま
し
た
。

Ａ
館
Ｂ
館
に
分
か
れ
、
「
ふ
る

さ
と
」
や
ク
リ
ス
マ
ス
に
ち
な

ん
だ
歌
な
ど
の
唱
歌
を
一
緒
に

う
た
い
ま
し
た
。
ま
た
手
遊
び

や
魚
釣
り
な
ど
の
ゲ
ー
ム
で
点

数
を
競
う
な
ど
し
て
一
緒
に
楽

し
み
ま
し
た
。
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月
一
回
、
各
フ
ロ
ア
に
調
理
員
が

伺
い
、
お
や
つ
を
作
っ
て
い
ま
す
。

寒
く
な
っ
て
き
た
の
で
、
お
で
ん
を

作
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
屋
台
や

メ
ニ
ュ
ー
を
手
作
り
し
、
一
二
月
一

九
日
に
Ｂ
館
四
階
で
行
い
ま
し
た
。

お
で
ん
と
飲
み
物
を
選
ん
で
い
た
だ

き
、
み
な
さ
ん
美
味
し
い
と
好
評
で

し
た
。

次
回
は
三
月
に
Ｂ
館
三
階
で
行
う

予
定
で
す
。

一
二
月
二
六
日
に
餅
つ
き
を

行
い
ま
し
た
。
今
年
も
六
キ
ロ

分
の
も
ち
米
を
臼
と
杵
で
つ
き

ま
し
た
。
園
長
を
は
じ
め
男
性

職
員
が
協
力
し
、
美
味
し
い
お

餅
を
つ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

つ
き
た
て
の
餅
は
き
な
粉
餅
、

か
ら
み
餅
に
し
て
美
味
し
く
い

た
だ
き
ま
し
た
。
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各フロアでクリスマスの飾りつけや、クリスマス会を

行いました。ピアノ演奏の披露やみんなで歌を歌うなど

して楽しく過ごしました。クリスマス会の様子をご紹介

します。
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○
内
容

声
楽
家
と
画
家
を
目
指

す
若
い
女
性
の
居
候
二
人

組
。
映
画
の
ロ
ケ
隊
に
出

会
い
、
そ
こ
か
ら
話
は
進

ん
で
い
く
。

昭
和
二
四
年
東
宝
作
品

○
日
程

一
月
一
七
日
（
水
）

○
主
な
出
演

高
峰
秀
子

笠
置
シ
ヅ
子

全
館
放
送
を
行
い
ま
す
の
で
、

ご
覧
に
な
る
方
は
テ
レ
ビ
を

11
チ
ャ
ン
ネ
ル
に
合
わ
せ
て

お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

《
一
月
一
日
》

午
前
中
に
新
年
挨
拶
と

し
て
園
長
を
は
じ
め
、
職

員
が
ご
挨
拶
に
う
か
が
い

ま
す
。

元
旦
の
お
食
事
は
午
前

十
時
に
お
雑
煮
、
午
後
三

時
に
お
せ
ち
料
理
の
二
回

食
と
な
り
ま
す
。
ま
た
今

回
も
夜
食
を
ご
用
意
す
る

予
定
で
す
。
栄
養
課
職
員

が
腕
を
ふ
る
い
ま
す
の
で
、

お
楽
し
み
に
！

《
一
月
二
日
》

二
日
の
午
前
中
に
Ｂ
館

一
階
地
域
交
流
ホ
ー
ル
に

て
書
き
初
め
を
行
い
ま
す
。

書
道
教
室
に
参
加
し
て
い

な
い
方
も
参
加
で
き
ま
す
。

皆
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち

し
て
お
り
ま
す
。
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天皇陛下の退位に向けた特例法の定めにもとづき、安倍総理大臣ら三権の長や

皇族などからなる皇室会議が今月１日に宮内庁で開かれ、陛下が再来年（２０１

９年）４月３０日に退位され、皇太子さまが翌５月１日に即位されることが固ま

りました。これを受けて、政府は８日午前、総理大臣官邸で開く閣議で、退位の

日にあたる特例法の施行日を再来年４月３０日とする政令を決定することにして

いて、陛下の退位と皇太子さまの即位の日程が正式に決まることになります。政

府は円滑な退位に向けて、年明けにも菅官房長官を長とする委員会を設置するこ

とにしていて、退位や即位の儀式の在り方や、皇太子さまが即位される再来年５

月１日を休日とするかどうかなどの検討を本格化させる見通しです。

毎年恒例となっている、その年に話題になった新語・流行語を決定する「２０１

７ユーキャン新語・流行語大賞」が１日、発表されました。今年、年間大賞に選ば

れたのは「インスタ映え」と「忖度(そんたく)」でした。「忖度」は森友学園の籠

池泰典前理事長が記者会見で「直接ではなかったが忖度があったと思う」と発言し

たことから、多くの人に用いられるようになった言葉。大辞林 第三版には「他人

の気持ちをおしはかること」と解説されています。

２０１７年の世相を１字で表す「今年の漢字」が「北」に決まり、日本漢字能力

検定協会が１２日、京都市東山区の清水寺で発表しました。森清範貫主(かんす)が、

気温４度と冷え込む中、縦約１．５メートル、横約１．３メートルの越前和紙に特

大の筆で揮毫(きごう)しました。５０万通を超える応募の中から、７０００票を超

える票を集めたのが「北」。「北」に関連するニュースとして、北朝鮮による弾道

ミサイル発射や九州北部豪雨、早実・清宮幸太郎内野手（３年）が北海道日本ハム

ファイターズ入りなどがありました。
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《鋸山 初日の出》

富津市と鋸南町の境にそびえ、清澄山地の西端にあたる鋸山の山頂からは、

初日の出とともに、すばらしい景色を見ることができます。標高３２９．５

ｍの山頂までは徒歩で行けるほか、元旦には鋸山ロープウェーの早朝運転

（５時３０分から５～１５分間隔）が行われます。

《木更津恋物語 冬花火 ／中の島大橋》

平成２６年から始まった冬花火が今年も帰ってきます！その名も「木更津

恋物語 冬花火 in 恋人の聖地／中の島大橋」。２月１０日までの毎週土曜

日、中の島大橋がある木更津港内港周辺で本格的な花火を打上げます！

（１月６日は実施しません）

空気が澄み渡る「冬」に花火をご覧になりませんか。夏の花火とは全く違っ

た幻想的な光景が見れます。

インフルエンザの主な感染経路は咳やくしゃみの際に口から発生される小

さな水滴（飛沫）による飛沫感染です。そのため周りの方へうつさないため

に普段から咳エチケットを心がけましょう。

『咳エチケット』

・咳やくしゃみを他の人に向けて発しないこと。

・咳やくしゃみが出るときは、できるだけマスクをすること。とっさの咳や

くしゃみの際にマスクがない場合は、ティッシュや腕の内側などで口と鼻

を覆い、顔を他の人に向けないこと。

・鼻汁、痰などを含んだティッシュはすぐに蓋付きのゴミ箱に捨て、手のひ

らで咳やくしゃみを受け止めた時は、すぐに手を洗うこと。

・咳をしている人にマスクの着用を促す。

・マスクの使用は説明書をよく読んで、正しく着用する。
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上総園の情報はホームページからもご覧いただけます。

⇒http://www.kazusaen.jp 検 索

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
今
年
も
利
用
者
の
皆
さ
ん
に

「
美
味
し
か
っ
た
よ
」
の
笑
顔
を
い

た
だ
け
る
よ
う
頑
張
り
ま
す
の
で
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
一
月
は
行

事
の
多
い
月
で
す
が
、
元
旦
に
「
雑

煮
」
と
「
お
せ
ち
盛
り
合
わ
せ
」
を
、

七
日
は
「
七
草
が
ゆ
」
、
一
一
日
は

鏡
開
き
で
「
お
汁
粉
」
を
ご
用
意
す

る
予
定
で
す
。
季
節
の
行
事
に
合
わ

せ
た
食
事
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

あ
け
ま
し
て
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

新
し
い
年
が
は
じ
ま

り
ま
し
た
が
、
皆
さ
ん

い
か
が
お
過
ご
し
で

し
ょ
う
か
。

さ
て
、
二
〇
一
八
年

は
介
護
保
険
制
度
が
改

定
さ
れ
る
年
で
す
。
利

用
料
や
サ
ー
ビ
ス
の
方

向
性
な
ど
、
み
な
さ
ん

に
も
深
く
関
係
す
る
内

容
で
す
の
で
、
注
意
深

く
情
報
を
収
集
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

そ
れ
で
は
、
今
年
も

「
新
聞
か
ず
さ
」
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
致
し

ま
す
。
（
Ｋ
）


